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「東っ子の心を見つめる共育旬間」が終わりました。期間中、様々な機会、そして様々な学びの場で、保護

者の皆様や地域の皆様方にはご支援・ご協力を頂き、誠にありがとうございました。 

 当然のことですが、この共育旬間が終わっても、子どもの「心を見つめる」ことをやめることはありません。 

子ども達は一人一人、成長する速さも違い、そして大きく成長したり、立ち止まったり、その時期も違います。 

それぞれに嬉しい成長もあれば、改善が必要な大小の課題もあります。一方に光があれば、逆に影もあります。 

一人一人に個性や特性があり、能力の違いもあります。家庭の環境、地域の環境も様々であり、それが当たり

前です。そんな子ども達をもっともっと深く知りたい。理解したい。そのための努力を私達は続けていきます。 

 私達の願いは、今も、これからも、そして将来も子ども達の笑顔が輝くことです。その為に上記の学校教育

目標やスローガンにもあるように、自立し主体的で、心身共にたくましく生き抜き、自己実現を図ることので

きる人間の育成を目指し、そのための確かな土台作りを今、日々の学校教育活動を通して行っています。 

保護者の皆様も地域の皆様も、どうか家庭の宝、地域の宝である子ども達を優しく、温かく、そして厳しい

目で見つめ、見守り、支え育んでくださるようお願いいたします。子ども達一人一人の本物の笑顔のために。 
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自己実現 自主自立  本物の笑顔のために 

 人の「笑顔」は、いつ見ても素敵だと思います。子どもの「笑顔」は
尚更です。この「笑顔」が決して曇ることなく、太陽のように明るく光
を放ち輝くことが、子ども達の未来、故郷の未来へと繋がります。みな
さん、学校、家庭、地域がそれぞれにその役割を果たし共に力を合わせ
ましょう！最後にもう一度言います。子ども達の本物の笑顔のために！ 


